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■工　事　名　称：京華学園創立周年記念新校舎建築計画（２期）
■所　在　地：東京都文京区白山５－６－６
■発　注　者：学校法人京華学園
■設計・監理：鹿島建設株式会社建築設計本部
■施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積：，．㎡

■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：地下１階地上５階
■用　　　途：学校（中学・高等学校）
■工　　　期：年７月日～年１月日

　京華学園（羽鳥百合子理事長）が創立周年を記念した
事業として進めてきた１号館校舎が完成した。新校舎には京
華女子中学・高等学校が移転。京華中学・高等学校、京華商

業高等学校と独自の個性を持った３校が一つのキャンパス内
に初めて集い、新たな交流を生む「３校ワンキャンパス構想」
が実現した。建物の設計と施工は鹿島が担当した。

　年月に創立周年を迎えた京華学園は、取得した隣地を生かした「３校
ワンキャンパス構想」の実現に向けた新しい学園づくりを進めています。第１期工
事として年に完成した５号館体育館に続き、今回、老朽化した旧校舎を全面的
に建て替えた第２期工事の１号館校舎が完成しました。
　新校舎には、女子校が移転し、１階には法人と学園事務局が入りました。京華中
学・高等学校（男子教育）、京華商業高等学校（実業教育）、京華女子中学・高等
学校（女子教育）の３校が、初めて一つのキャンパスに集うことになりました。ま
た、既存校舎の改修によって、３校の生徒が利用しやすい場所に新図書館を新設し、
男子中・高の音楽室、美術工作室、生徒会室、部室、商業高の書道室、和室も刷新
しました。
　（昭和８）年築の旧女子校校舎を含むこれまでの女子校キャンパスは、歴史
的な価値を有する校舎を大切にしながら、「京華学園第二キャンパス」として３校
の新しい教育の可能性を追求する場にしていきたいと考えています。
　創立者である磯江潤先生が建学の精神として掲げた孟子の言葉「天下の英才を得
て之を教育す」。これを受け継ぎながら独自の個性を持つ３校は、相互に協力し合
い、質の高い教育を目指しています。その中で生徒たちは他者を大切にする豊かな
心を育んでいます。
　同じキャンパスでの新たな交流により、どのような新しい活力が生まれるか、私
自身が期待で胸を高鳴らせています。このキャンパスから、新しい時代をつくる個
性が羽ばたいていくことを楽しみにしたいと思います。

　京華学園創立周年事業として京華女子中学・高等学校を移転し、京華中学・
高等学校、京華商業高等学校とともにワンキャンパスとする計画です。１期でテニ
スコートにアリーナと柔剣道場を建設、２期で既存校舎の１号館を建て替え、女子
校校舎を建設しました。計画開始から８年以上の時間をかけた大事業でした。

　キャンパスは都心にあって決して恵まれた広さはありませんでした。そのために
道路沿いの高さ制限ｍの範囲に効率良く地下１階・地上５階建ての女子校校舎を
計画しました。白山通りに面し、京華学園の＜顔＞としてアピールするため、今ま
での女子校のクラシカルなイメージを踏襲するとともに、既存校舎と外装色を統一
しキャンパス全体でのアピール感を向上しています。
　校舎内に入ると中廊下を挟んで東西に効率良く教室、教職員室を配しています。
教室の窓は天井までの高さを持った大きな開口とし陽光が燦燦（さんさん）と入り
ます。廊下と教室の間もガラス窓を設け中廊下であっても非常に明るく、内装材も
白い壁に木の感触、カラフルな色彩の配置で女子校校舎らしい教育環境としていま
す。５階には体育館と屋上庭園、屋上運動場を配し、スポーツ活動と憩いのスペー
スを生み出しています。
　校舎内に生徒の明るい声が弾む新たな学びの舎として出発の時を迎えました。

鹿島　建築設計本部　教育文化統括グループリーダー　土井原　泉

体育館


